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技術概要

サイクロン分離装置は、吸気口側の一端が開口し、他端が閉止された円
錐台形状の気流案内部材を備え、側壁に複数のスリット状開口、案内羽
根を配置した構成です。この構成により、吸気口から軸方向に吸い込ま
れた空気を旋回しながら軸中心付近から外側に向かう半径方向の速度成
分を持たせてサイクロン筒体内に流入させることができ、小型化しても
圧力損失の増大を防ぎ、従来と比較して塵埃等の分離性を高くできます。

小型化した従来のサイクロン分離装置
は、遠心分離されるまで塵埃の移動距
離が長く、分離に時間がかかり、集塵
率が低下するという問題点があり、こ
れを解決するためのサイクロン分離装
置、住宅換気用給気フードを提供する
ものです。

発明の目的

本発明の構成により、小型化しても圧
力損失の増大を防ぎ、塵埃等の分離性
能を高くできることから、これまで設
置が困難であった空間にサイクロン式
住宅換気用給気フードを配置できます。

効果
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